
シアノンプライマー Ｚ－２４５Ｐ改は、通常は接着し難いポリエチレン、ポリプロピレンなどの材料を、
 シアノアクリレート系接着剤で接着するための前処理剤です。
シアノンプライマー Ｚ－２４５Ｐ改は、瞬間接着剤シアノン専用のプライマーです。

１．特徴
・ポリエチレン、ポリプロピレン等の強⼒な接着を可能にします。
・被着体の⽩化を抑え、美しい仕上がりを実現できます。

２．性状
シアノンプライマー Ｚ－２４５Ｐ改
淡⻩⾊透明液体

（１５℃） ０．７７
メチルシクロヘキサン

（℃） １０１
（℃） －４

３．使用⽅法
・難接着材同⼠を接着する場合（例：ポリエチレン／ポリプロピレン）
① 接着⾯を洗浄した後、シアノンプライマーＺ－２４５Ｐ改をハケ・布等で両⽅の接着⾯に
塗布してください。

② 溶剤が蒸発した後、⽚⽅の接着⾯にシアノンを塗布し、速やかに貼り合せて固定してください。
・難接着材と良接着材を接着する場合
① 接着⾯を洗浄した後、シアノンプライマーＺ－２４５Ｐ改をハケ・布等で難接着材の接着⾯に
塗布してください。

② 溶剤が蒸発した後、良接着材の接着⾯にシアノンを塗布し、速やかに貼り合せて固定してください。

４．プライマーZ－２４５Ｐ改の性能
使用接着剤 ：シアノンＳ
使用プライマー ：プライマーＺ－２４５Ｐ改
塗布⽅法 ：被着剤両⾯にプライマーをハケで塗布し、２分間感想後⽚⾯に

 接着剤を塗布し張り合わせた。
試験室条件 ：２３℃－５０％ＲＨ

ポリプロピレン（ＰＰ） １０ ※４．４ ０．４
ポリエチレン（ＰＥ） １０ ２．０ ０．２
ポリカーボネート（ＰＣ） ５ ※８．２ ５．５
ポリアセタール（ＰＯＭ） １０ ２．２ ０．８
熱可塑性オレフィン（ＴＰＯ）
 オレフィックスＴ４００ＧＨ ５ ※２．９ ０．２
 オレフィックスＴ４００ＧＮ ５ ※２．６ ０．２

※ 印は材料破壊強度を⽰す。

シアノン用難接着材用前処理剤
シアノンプライマー Ｚ－２４５Ｐ改
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被着体の材質及びサイズ（ｍｍ） 幅    ⻑さ    厚さ

ポリプロピレン（ＰＰ） ２５ × １００ × ２．０

ポリエチレン（ＰＥ） ２５ × １００ × ２．０

ポリカーボネート（ＰＣ） ２５ × １００ × ２．０

ポリアセタール（ＰＯＭ） ２５ × １００ × ２．０

オレフィックスＴ４００ＧＨ ２５ × １００ × ０．３

オレフィックスＴ４００ＧＮ ２５ × １００ × ０．３

５．取り扱い上の注意
① 有機溶剤（メチルシクロヘキサン）を使用していますので、ご使用時には⽕気に⼗分
注意してください。また必ず換気をしてください。

② ⽪膚に付着したときは、⽯鹸⽔でよく洗ってください。
③ シアノンプライマー Ｚ－２４５Ｐ改は揮発性ですので、使用後は必ず密栓して保管してください。
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ここに記載しました試験結果につきましては、弊社の研究作業標準に基づいたもので、信頼しうるも
のであると考えられますが、使用条件、材料の種類、品質によりかなり相違することもあります。ご使
用前に実際の使用条件、材料にてご試験、ご検討頂きますよう、お願い申し上げます。


